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保護者との コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ･ 連携の基盤としての

｢ 聴く力｣ に関する幼稚園教員 ･ 保育士の意識

一 特別支援保育臨床の 課題 と今後のあ り方 へ の 示唆を中心 に -

栗 原 輝 雄
*

｢ 聴く力｣ を保護者 との コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン ･ 連携の 重要な 基盤 と と らえ ､ 幼稚園教員 ･ 保育士 を対象 に､ 保

護者の 話 を聴くさ い ､ どの よう な こ とが 大切 で あ る と考え て い るか を質問紙法に よ っ て 調査 し た｡ 回答傾向 と し

て
､ 保護者 との 普段か らの 信頼関係を築 い て お く こ とを 土 台 と しな が ら､ 実際 に 保護者の 話を聴く と き はサ ボ -

テ ィ ブな 姿勢で話 を聴 き､ 保護者 と
一

体と な っ て子 どもの 個 々 の 問題 や課題 へ の 支援 と､ 子 どもの 教育 (保育) ･

発達支援､ 保護者の 子育て支援､ 保護者自身の 抱え る問題や課題に協働 して 取り組む ス タ ン ス を 大切 に し､ ま た

実践 しよ う と して い る姿が 浮 き彫りに さ れ た｡ こ の 傾向は 特別支援学校教員の 回答傾向 と類似 して い た｡ 一 方 で ､

保護者 の 話が 途中で 滞 っ た り した場合､ じ っ く り待 つ とい う こ と や､ 必 要に応 じて 専門機関と の 連携を図る とい っ

た 点 に つ い て の 評価順位は低く ､ 場合 に よ っ て は ､ 善意に よ る 教師 ･ 保育士 主導の 話 しの 進 め 方､ 問題の 抱え 込

み とい っ た 状況に つ な が り か ね な い 一 面も存在 して い る よう に う か が え た ｡ しか し､ 全体 と して み れ ば ､ 特別な

支援を必要 とす る と思わ れ る 子 どもや ､ 子育て に不安を抱い て い る 保護者に対 して は ｢ セ キ エ ア ･ ベ ー ス｣ と し

て 大 きな 役割を果た しう る聴き 方を 心 が けて い る傾向の あ る こ とが 知 られ ､ 特別支援保育臨床の あ り 方に 有益な

示唆を与え て く れ て い る よ う に 思わ れ た ｡

キ
ー ワ - ド : 保護者 コ ミ ュ ニ ケ

ー

シ ョ ン ･ 連携 聴く力 幼稚園教員 ･ 保育 士 特別支援保育臨床

Ⅰ 問題お よび目的

保護者は子どもの 各発達段階に お い て ､ 子 どもの直面

する課題や問題 へ の 対処の ため ､ あ る い はよりい っ そ う

そ の 子ら しい 成長
･ 発達 の ため ､ さ ま ざまな支援を試み

る｡ しか し､ 時に は保護者の思い通りに事が進まず､ 保

護者自身が大きな ス ト レ ス に見舞われる こともある｡ ま

た
､ 子 どもの 問題や課題､ あ る い は子 どもの将来像をめ

ぐ っ て ､ 両親間ある い は家族間で の意見の 食い違い や衝

突が生 じ､ 両親双方が情緒的混乱に見舞われる こともあ

る｡ 障害 の ある子をもつ 保護者の 場合､ ｢ 健常な｣ き ょ

うだい の態度 ･ 心 理 や行動をうまく読み取れず に ､ 親子 ･

両親間に微妙な情緒的不調和が生じて しまう場合もある ｡

そ して こ れが長く尾を引い て しまう場合､ そ の不調和が

家庭の雰囲気に 緊張とよ どみとを生み出し､ 障害 の ある

子自身と ｢健常な｣ き ょ う だ い の 双方 の成長
･ 発達 の基

盤を揺るがす こと に もなりかねな い ｡ どの年齢段階の子

どもに と っ て もそう で あろうが､ 特 に幼児の場合､ 家庭

環境に よ っ て情緒は大きく左右されると思われる｡ こ の

意味で ､ 幼児 に対す る保護者や家族構成員の安定したか

かわりは発達の基盤とし て大きな役割を果たす と思われ

る｡ 発達障害その他の障害の ある子どもに つ い て は､ 特

に こ うした点に つ い て の十分な配慮が必要で あろう｡

*
三 重大学教育学部特別支援教育講座

保護者の 情緒的安定の ため に は､ 両親それぞれ に おけ

る心理 的ス ト レ ス の軽減､ あ る い は除去が大切で ある｡

こ の た め に は､ 特 に 周囲に そう した両親の ス ト レ ス や悩

みや不安等を聴くこと の で きる人の 存在する ことが大き

な意味を持 つ と思われる｡ 人 は､ 自身の こ こ ろ の 中に溜

め込んだものを安心 で きる場で ､ 信頼 できる人に表出す

る こと で ス ト レ ス を軽減 ･ 除去で きると思われるから で

ある｡
(1)

ドナ ル ド ･ マ イ ケ ン バ ウ ム の言葉を借りれ ば､

｢ コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン と主張 ( 自己表現と言い換え て よ

いか もしれな い 一筆者注) の技術を身に つ ける｣ こ とが

その ため に は必要となると い う こ とに なる で あろうか｡
(2'

医師や心 理臨床家 ( 臨床心理 士など) 等 の こ こ ろの専

門家や教師 (保育士) ､ 同じ問題を抱え解決に取り組んで

いる人 々 ( 親の 会 ･ 自助グル
- プな ど) な どは ､ 聴 き手

として大きな役割を担いうる人たちという ことがで きよう｡

以上 の こ とをたとえば, 最近､ 保育臨床や臨床発達心理

学､ 学校臨床心理 学､ 教育心理学な どの分野で も大きな

話題 ･ 課題とな っ て い る発達障害やそ の他のさまざまな障

害の ある子を主に念頭におい て進められ て い る特別支援教

育 (保育) 臨床の観点から少し補足して おきた い｡
` 3一

子 ど も の障害は家族の つ ながり ( きず な) をさ ら に強

める方向に働い たり､ 逆 に それ を弱めて しまう方向に働

い たりする こ ともあるが ､
｢ 障害 の ある子どもとともに

生きて いくさ い ､ 子 どもの 障害は両親双方の 側に強い情

動 (不安､ 頼りなさ ､ 自責の 念､ 怒りなど一筆者注) を
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栗 原 輝 雄

引き起こす｣ と､ お そ らく自身の体験に基づ い て で あろ

うが､ F e a t h e r st o n e
,
H ( 1 9 8 0) は 述 べ て い る｡ こ の点か

らす れば､ 子 どもの障害は両親双方に と っ て ､ 人生 の重

大出来事の
一 つ と数え られ るか もしれ な い ｡ 人 は自身に

起こ っ た重大な出来事に つ い て ､ そ の 意味を精査す る こ

と で自身の 人生に統合して いく ( い わ ゆる ｢受容す る｣

と い うと い う こと) 通が開かれると い う ｡
( 4)

しか し､ そ

の意味を当事者 (両親) だ け で見出して いくと い う こ と

に は相当な困難を伴うの で はなか ろうか ｡ 多くの 人た ち

( そ の方面の専門家と呼ばれる人た ちの みならず ､ 教師 ･

保育士 など直接子どもとかかわ っ て い る人た ち､ 自助グ

ル
ー プ な ど) との コ ミ ュ ニ ケ

ー

シ ョ ン
･ 連携が こ こ で 大

きな意味を持 っ て くる と言える ｡ 時間はかかるか もしれ

な いが
､
こ う した人た ちとの コ ミ ュ ニ ケ

ー

シ ョ ン ･ 連携

を通じ､ 納得 できる考え に行き着くこ とが大切で あり自

然で あろう｡
`5)
こ れ は､ 障害の ある子の場合に 限 っ た こ

と で はな い ｡ 発達途上 にあ り変化に富んだ幼児期の 子ど

も の場合､ 両親は成長に伴 っ て 生 じる子どもの さま ざま

な ｢問題｣ に こ こ ろをかき乱され ､ ス ト レ ス に見舞われ

る こ とが少なくな いか らで ある ｡

と こ ろ で ､ 納得で きる考え に行き着くため に は､ 既述

の よう に時間もさる こ となが ら､ 自身の 感情や思いを表

出する場 (相手) を持て る こ とも重要で あろう ｡ こ の と

き､ 両親の そう した感情や思いを､ 安心 で きる雰囲気の

中で静か に共感的に受けとめ て くれる人が いる こ とば大

切で ある｡
(6'

最 も身近なと こ ろ に い て ､ 日常的に 子ども

の 様子を つ ぶさ に見て い る教師や保育士はそ う した役割

を担う こ との で きる最適な人た ちとい える ｡ 教師や保育

士 が上の役割をうまく果たす こ とが で きるな ら､ 幼児を

持 つ保護者は大きな安心感をも っ て わが子とよりポジテ ィ

ブ に かかわる力を得る こ とが で きる で あ ろう ｡ そ して こ

の こ とば
､ 結果的に幼児の 発達 ･ 教育 (保育) 支援の 大

きな力として 働くこ とと思われる ｡

本研究は ｢ 聴く力｣ と い うもの を教師 (保育士) の 専

門性の
一 つ と とらえ ､ 具体的には教師 (保育士) の ｢ 聴

く力｣ として どの ようなもの が大切で ある と考え られる

か ｡ こ の 点を､ 日 々 ､ 幼児児童生徒とかかわ っ て い る現

職教員 (保育士) に 対して 行 っ た ア ン ケ ー ト調査から検

討 しようと した
一

連の研究の
一

部で ある｡ 本報告で は以

下の 二点 に つ い て検討する｡

①幼児をも つ 保護者の話 しを聴くさい ､ 幼稚園教員や保

育士が どの ような ことを大切な点と して とらえ て い る

かを明らか に する｡

②特別支援保育臨床 (特別な支援を必要と して い ると思

われる幼児 へ の保育 ･ 発達支援と保護者 へ の支援) 杏

進め て いくさ い
､ 教師 (保育士) が保護者の話を聴く

時の ポイ ン トとなると思われる事柄に つ い て の示唆を

得る｡

Ⅱ 方 法

1
. 調査の 方法お よび手続き

(1) 調査票に つ い て

保護者の話を聴くとき に教師 (保育士) 自身の 目で見

て 大切で あると思われ るもの を あらか じめ用意した 12

の 選択肢 (｢ そ の 他｣ を含む) の 中か ら自由に選ん で も

らう (複数回答可) 方式と､ ｢ そ の他｣ を除く他の 1 1 項

目の それ ぞれ に つ い て 大切と思う程度を 5 段階評定して

もらう方式との 両方を用い て 行 っ た｡

質問文と 1 2 の 項目を次 に記す ｡ 最初 に前者の 方式

(以下､
一

回目の 調査と称する) の場合､ 次 に後者の 方

式 (以下､ 二 回目の 調査と称する) の 場合を記す｡

1)
一

回目の 調査の 場合

｢保護者の 話を聴くときに ､ どの ような ことが大切

だ とお考え で し ょ うか｡ 該当する項目の 番号を○で 囲

ん で くださ い｡ ( 複数回答可) ｢ そ の 他｣ を選択された

場合は､ そ の 内容を ( ) 内 に具体的に記して くだ

さ い ｡

1
. 保護者の言葉の 奥にある気持ちを読み取れるよう

に努める｡

2 . 子 どもの こ とを教師自身が大切に思 っ て い る気持

ちが伝わる ような応対を心が ける｡

3
. 保護者と共に子どもの 課題や問題な ど に取り組も

うと して い る気持ちが伝わるような応対を心がける｡

4
. 普段か ら信頼関係を築 ける よう に心が け､ そ の 上

に 立 っ て 対話が で きるよう心が ける｡

5
.
プ ラ イ バ シ ー を必ず守る ことを約束する｡

6
. 子 どもの 問題に つ い て 話すとき ､ 保護者を責める

ような話の進め方を しな い ｡

7 . 保護者 の 話を受容的 ･ 共感的に受 けとめるよう努

める｡

8
. 途 中で 話をさえ ぎ っ たりせず､ 保護者が話 しやす

い 雰囲気を作る ことが で きる｡

9
. 必要なとき に は､ 関係機関を紹介したり､ そ れら

と連携を図るな どして ､ 問題解決に努める ことが で

きる｡

1 0
. 保護者 の話が途中で滞 っ た とき､ じ っ くり待 つ こ

とが で きる｡

l l
. 保護者 の話 の 中から､ 学校 ( 園) に対す る要望や

不満な どがある ことを察したときは､ 必要な対応を

取る ことが で きる｡

1 2 . そ の 他 (

2) 二 回目の調査の場合

｢保護者の話を聴くとき､ 以下 の そ れ ぞれ の項目に

つ き､ ど の程度大切だ とお考え で し ょ うか｡ ｢ 非常 に

大切
-

5｣ ｢ か なり大切
-

4｣ ｢ や や大切
-

3｣ ｢ 余り大切

- 4 0 -



保護者との コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン ･ 連携 の基盤とし て の ｢ 聴く力｣ に関す る幼稚園教員 ･ 保育士 の意識

で な い -

2｣ ｢ ほ と ん ど大切で な い - 1｣ と し､ こ れ ら

の うちか らご自分の お考え に最も近い もの
一

つ を選び､

項目末尾の ( ) に数字で お答えくださ い ｡

1
. 保護者 の言葉の奥に ある気持ちを読み取れるよう

に努める｡ ( )

2
. 子 どもの こ とを教師 (保育士) 自身が大切に思 っ

て い る気持ちが伝わるような応対を心 がける｡

( )

( 以下
､ 省略)

3 - 1 1 の 項目に つ い て も､ 前者 の 方式に用い た項目

と内容はま っ たく同じ で あるが､ 項目末尾に ( )

を付し､ こ こ に大切と思う程度を記入 し て もら っ た点

が異なる｡

3) 2 つ の 調査票の 作成と実施に つ い て

一

回目の 調査を実施したさ い ､ 回答者の
一

部か ら､

どの 項目も大切だ と思うがあえ て いく つ か に絞 っ た
､

とい う コ メ ン トがあ っ た ｡ こ れ は基本的に はどの 項目

も大切なもの と い う考えを回答者が持 っ て い るが ､ 無

理を して 選択して い た場合があ っ た とい う メ ッ セ
ー ジ

と して 受けとめる必要がある の で はな い かとも考え ら

れた｡ しか し､
一

方で は ､ 自然に 選択して い る回答者

も少なからず い た ことも予想される｡ した が っ て ､
一

回日調査の場合は､ 上 の ような課題も含んで い る こと

を踏まえた上 で集計して おき ､
一

回目の 調査の 場合の

回答者とは別の 回答者に 協力を依頼 し､ 各項目を大切

と思われる程度に よ っ て 答え て もらう こと で 第
一

回目

の調査方式に よる問題点をカ バ ー した｡

4) 調査票の作成過程に つ い て

別の論文 (栗原､ 2 0 0 8 ､ 印刷中) に詳細に記 して あ

る の で
､
こ こ で は割愛させ て もらう｡

(2) 調査 の手続き

1) 調査協力者

A 県お よび B 県 の 幼稚園 ･ 保育園の 教員 ･ 保育士

で ある｡

第
一

回目の調査協力者 : 幼稚園教員 31 名

第二 回目の 調査協力者 : 幼稚園教員 6 3 名 ･ 保育士 2 3

名 ( 合計 8 6 名)

2) 手続き

筆者作成の調査票を筆者の 関係す る研修会等 へ の参

加者に配布し､ 調査 の趣旨に賛同して くれ た人たち に

回答し て もら っ た｡ 回答時間は 5 - 1 0 分位｡

3) 調査時期

20 0 7 年 7 月下旬 - 1 1 月上旬｡

(3) 結果 の集計方法

各項目に つ き ､
選択された項目の 度数 ･ パ ー セ ン ト

( 第
一

回目 の調査 ､ 幼稚園教員の み) と ､ 各項目の 5 段

階評定値 (第 二回目の 調査､ 幼稚園教員 ･ 保育士) を算

出し
､ 項目間および勤務年数に よ っ て 回答者の ｢ 聴く力｣

の 内容に つ い て の とらえ方に どの ような違い がある の か

に つ い て検討 した｡

Ⅲ 結 果

1
. 幼稚園教具 (保育士) の 回答傾向

第
一

回目 の調査結果 ( こ の 時は幼稚園教員の み) 杏

T a bl e l に 示す ｡ 他校種の 教員の 回答結果に つ い て も比

較参照 して もらうため記 して おく｡

幼稚園教員の場合､ 最も高率で選ばれた の は､ ｢2 . 子

どもの こ とを教師自身が大切に思 っ て い る気持ちが伝わ

るよう な応対を心 がける ｡｣ (9 0 .3 % ) で ､ 次 が ｢6 . 子

どもの 問題に つ い て話す とき､ 親を責めるような話の進

T a bl e l 勤務校種別

幼 ( n - 3 1) 小 ( n - 53) 中 ( n - 5 2 ) 高 ( n - 4 2) 特支 ( n - 6 0) 全体 ( n - 2 3 8)

1 2 0 (6 4 . 5) 2 9 (5 4 .7) 2 9 (5 5 .8) 2 3 (5 4 . 8) 4 5 (7 5 . 0) 1 4 6 (6 1 . 3)

2 2 8 (9 0 . 3) 3 8 (7 1 .7) 3 7 (7 12) 2 9 (6 9 . 0) 4 2 (7 0 . 0) 1 7 4 (7 3 . 1)

3 2 4 (7 7 . 4) 3 3 (6 2 . 3) 3 8 (7 3 . 1) 2 7 (6 4 . 3) 4 3 (7 1 . 7) 1 6 5 (6 9 . 3)

4 2 4 (7 7 . 4) 3 5 (6 6 . 0) 4 0 (7 6 .0) 2 6 (6 1 . 9) 4 5 (7 5 . 0) 1 7 0 (7 1 . 4)

5 17 (5 4 . 8) 2 2 (4 1 . 5) 2 2 (4 2 .3) 2 2 (5 2 . 4) 3 4 (5 6 . 7) 1 1 7 (4 9 . 2)

6 2 5 (8 0 . 6) 3 2 (6 0 . 4) 3 2 (6 1 .5) 2 4 (5 7 . 1) 3 6 (6 0 . 0) 1 4 9 (6 2 . 6)

7 2 1 (6 7 . 7) 3 8 (7 1 .7) 3 3 (6 3 .5) 2 1 (5 0 . 0) 4 3 (7 1 . 7) 1 5 6 (6 5 . 5)

8 1 7 (5 4 . 8) 1 9 (3 5 . 8) 2 8 (5 3 .8) 2 0 (4 7 . 6) 3 6 (6 0 . 0) 1 2 0 (5 0 . 4)

9 1 5 (4 8 . 4) 1 9 (3 5 . 8) 2 3 (4 4 .2) 2 9 (6 9 . 0) 3 7 (6 1 . 7) 1 2 3 (5 1 . 7)

1 0 1 4 (4 5 . 2) 1 5 (2 8 . 3) 2 5 (4 8 .1) 1 6 (3 8 . 1) 2 1 (3 5 . 0) 9 1 (3 8 , 2)

Eq 1 5 (4 8 . 4) 2 7 (5 0 . 9) 2 9 (5 5 .8) 1 9 (4 5 . 2) 3 4 (5 6 . 7) 1 2 4 (5 2 . 1)

1 2 1 ( 3 . 2) 7 (1 3 . 2) 4 ( 7 .6) 0 ( 0 ) 3 ( 5 . 0) 1 5 ( 6 . 3)

( ) 内は パ ー セ ン トを 表す
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T a bl e 2 各項目の 評定平均値 (幼稚園教員 ･ 保育士)

10 年未満群 ( N - 4 7) 10 年以上20 年未満群( N - 21) 2 0 年以上 群 ( N - 1 8) 全体 ( N - 8 6)

1 4 .5 4 4
. 7 0 4 .6 1 4 . 6 2

2 4 . 6 3 4 . 8 4 4 .5 6 4 . 6 8

3 4 . 6 0 4 . 7 4 4
.
4 7 4 . 6 0

4 4 . 5 3 4 . 5 3 4
.7 7 4 .7 5

5 4 .8 3 4 . 7 7 4 .6 7 4 . 7 6

6 4 .7 5 4 . 7 0 4 .7 7 4 .7 4

7 4 .3 4 4 . 5 2 4 .5 7 4
.
4 8

8 4 .4 1 4 .5 8 4 .4 1 4 .4 7

9 4 .3 1 4 .2 3 4 .3 4 4 .3 0

1 0 4
.3 4 4 .1 5 4 .1 8 4 .2 2

E q 4 .4 8 4
.3 2 4 .3 3 4 .3 8

め 方 を しな い ｡ ｣ (8 0 .6 % ) ､ そ して 以下 ､ ｢ 3 . 保護者と

共に子どもの 課題や問題な どに 取り組もう として い る気

持ちが伝わ るような応対を心が ける｡ ｣ ( 7 7 .4 % ) ､ ｢ 4 .

普段か ら信頼関係を築ける よう に 心が け､ そ の 上 に た っ

て 対話が で きるよう心が ける｡ ｣ ( 7 7 .4 % ) ､ ｢ 7 . 保護者

の 話を受容的 ･ 共感的に受 けと める よう努める｡ ｣ (6 7 .7

% ) ､ ｢ 1 . 保護者 の言葉の 奥に ある気持 ちを読み取れる

よう に努める｡ ｣ (6 4 .5 % ) な どが続 い て い る｡ こ れ らは

教師が保護者との 普段か らの 信頼関係の 構築 ･ 強化 に意

を配りなが ら､ 保護者と向き合うさ い ､ サ ボ
-

テ ィ ブな

ス タ ン ス で 保護者の 話を聴き ､ 保護者と
一

体 に な っ て 子

どもの 問題解決とす こやかな成長のため の教育 (保育)
･

発達支援に 取り組む姿勢を大切に 考え よう として い る こ

とをあらわ して い る よう に 受け取れる ｡ ま た そ れを保護

者に感じ取 っ て もらえる よう願 っ て い る よう に感じられ

る ｡ こ の よう に幼稚園教員が保護者の 話しを聴くさい に

大切で あると考え て 選択した項目は ､ 選択率の 順位に つ

い て は多少異なると こ ろがあるもの の 内容的には特別支

援学校教員の 回答結果と もよく似た傾向を示して い る ｡

な お､ 保護者の 話を聴くとき に 大切と思われる ことと し

て 幼稚園教員が選ん だ ｢1 2 .
そ の 他｣ ( 自由記述) の 回

答が 1 件あ っ た こ とを付記して おく｡ ｢ 保護者が話 しな

が ら自分の 気持ちを整理 し､ 答えを見 つ け て い く ことが

でき るよう に する ｡ ｣ が そ れ で ある ｡ 言 わば ､ 寄り添う

姿勢を重視する回答で ある ｡ 勤務年数の 長い 経験豊かな

べ テ ラ ン教員から の 意見の よう で あるが ､ 聴く立場の も

の に求められる大切なかかわり方を指して い るよう で あ

る ｡ 保育士を含めた第二回目の調査結果は T a b l e 2 の 通

りで あ っ た｡

上表 によると ､ 幼稚園教員
･ 保育士 が大切で あると し

て 最も高く評定した項目は ｢ 5 .
プ ラ イ バ シ ー を必ず守

る こ とを約束する ｡｣ ( 評定平均値 4 .7 6) で ､ 次 が ｢4 .

普段か ら信頼関係を築ける よう に心 がけ ､
そ の上 に 立 っ

て 対話が で きる よう心が ける｡ ｣ ( 同4 . 7 5) ､ 以 下､ ｢6 .

子 どもの 問題に つ い て話すとき ､ 保護者を責めるような

話の 進め方をしな い ｡｣ ( 同 4 .7 4) ､ ｢ 2 . 子 どもの こ とを

教師 (保育士) 白身が大切に思 っ て い る気持ちが伝わる

ような応対を心 が ける｡ ｣ ( 同 4 .6 8) ､ ｢ 1 . 保護者 の言葉

の 奥 に ある気持 ちを読 み取れ る よう に 努 める ｡ ｣ ( 同

4 .6 2) ､ ｢ 3 . 保護者と共に 子どもの 課題や問題な ど に 取

り組もう として い る気持ちが伝わる ような応対を心がけ

る ｡ ｣ ( 同 4 .6 0) な どとな っ て い る ｡ 第
一

回目の 調査結

果と第二 回目の 調査結果とで は ｢ 5 . プ ラ イ バ シ
ー

を必

ず守る こ とを約束する｣ が第二 回目の 調査で最も高い 評

定平均値を得て い ると ころが特 に異なる点と い えるが ､

そ れ以外の 内容に つ い て は どちら の 場合にお い て も､ 保

護者の 話を聴くさい ､ 教師 ･ 保育士 によ っ て 大切なもの

と して選ばれ て い るもの は共通して い る ことが知られる｡

2 . 幼稚園教員 ･ 保育士の 回答傾向につ い て の勤務経験

年数別比較

T a b l e 2 に は第 二 回目の 調査に お ける幼稚園教員 ･ 保

育士 の 項目 1 か ら項目 11 ま で の勤務年数別に見た評定

平均値も示して ある｡ ( 勤務年数 1 0 年未満の 人たちを A

群 ､
1 0 年以上 20 年未満の 人たちを B 群､ 2 0 年以上の人

たちを C 群と呼ぶ こ と にする ｡) A 群はまだ勤務年数の

比較的短い人た ち､ C 群 は勤務年数が長く言わばベ テ ラ

ン の 教員 ･ 保育士 に 人た ち で ある｡ B 群 は A 群と C 群

の 中間に位置する人たちで 中堅層とい っ て よ い で あろう ｡

T a b l e 2 か ら わかる よう に ､ A ･ B ･ C 三 群の 評定平均

値を見比 べ て みると ､
1 1 項目 の 中 で三群 ともに 共通し

て 評定平均値が上位 1 - 5 位 に含まれ て い るもの が ある

ことがわかる｡ ｢ 1 . 保護者 の言葉の奥に ある気持ちを読

み取れ るよう に 努める ｡ ｣ ｢ 5 . プ ラ イ バ シ
ー を 必ず守る

ことを約束す る｡ ｣ ｢6 . 子 ど もの 問題に つ い て 話すとき ､

保護者を責める ような話の進め方をしな い ｡ ｣ が そ れ で

ある｡ こ の う ち､ ｢5 . プ ラ イ バ シ
ー を必ず守る こ とを約

束する｡ ｣ に つ い て は経験年数の最も短い A 群で 最も高
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シ ョ ン ･ 連携の 基盤と して の ｢ 聴く力｣ に 関する幼稚園教員 ･ 保育士 の意識

く評定され ､ 経験年数が長くなる に つ れ て 評定平均値は

低くな っ て い く傾向がある ｡ ｢ 項目1｣ ｢ 項目6｣ に つ い

て は経験年数に よる変化傾向は見られな い ｡ な お ､
A ･

B ･ C 三 群 の そ れ ぞ れ に お い て最も高い評定平均値を得

た項目は A 群の 場合 ｢5 .
プ ラ イ バ シ

ー

を必ず守る こ と

を約束す る｡ ｣ ( 評定平均値 : 4 . 8 3) で あり､ B 群 ･ c 群

の 場合 ､
｢ 項目 4 . 普段か ら信頼関係を築ける よう心が

け､ その 上 に 立 っ て対話が できるよう心がける｡ ｣ (B 群 -

4 . 9 4
､
C 群 - 4 . 7 7) で あ っ た｡ ( C 群 に つ い て は ｢ 6 . 子

どもの 問題に つ い て 話す とき､ 保護者を責める ような話

しの薦め方をしな い ｡｣ も最上位に評定された項目とな っ

て い た ｡

た だ
､

一

方で ､
｢ 1 0 . 保護者 の話が途中で滞 っ た とき､

じ っ くり待 つ こ とが で きる ｡｣ と ｢ 9 . 必要なとき に は､

関係機関を紹介したり ､
そ れ らと連携を図るな どして ､

問題解決に あたる ｡｣ の 2 項目 に つ い て は三群とも評定

平均値は最低もしくはそれ に 近い 順位に位置して おり､

こ の 2 項目が特に低か っ た と い う こ と に つ い て は ､ 今後

の 詳細な検討が必要の よう に思われる｡

Ⅳ 考 察

1 . 幼稚園教員 ･ 保育士の 回答傾向
一

他校種教員の 回答

傾向との比較も考慮 して
一

助椎園教員の 回答 (第
一

回目の調査方式に よる) の特

徴と して ､
一

方 に お い て は､ 教師は保護者との普段から

の信頼関係の構築 ･ 強化を大切に しながら､ 保護者の話

しを聴くに あた っ て は サボ -

テ ィ ブ な ス タ ン ス を大切に

し､ 保護者と
一

体 に な っ て子 どもの 問題の解決 へ の支援

と子 どもの 教育 ( 保育) ･ 発達支援
､
保護者の養育支援

に取り組む姿勢を大切に し､ ま た実践して い る様子が浮

き彫りに され た｡ こ の傾向は特別支援学校教員の 回答結

果とよく似た様相を呈 して い る｡ ( T a b l e l) ま た､ 保育

士 も含めて の 第 二回目の 調査結果で も､ 上 に述 べ た傾向

は基本的に は同様で あ っ た ｡ ( T a bl e 2)

幼稚園
･ 保育園に共通して いえる こ とで あろうが ､ 教

員 ･ 保育士 は子どもの 登園 ･ 降園時にお い て 保護者と顔

を合わせ ､
互 い に言葉を交わ しなが ら子どもの そ の 日 の

体調や気分､ 家庭の 様子､ 子 どもの
一 日 の 活動状況な ど

を細かく話せる機会を多く持 つ こ とが で きる｡ ｢ 連絡帳｣

や ｢ た より｣ な ど に よ っ て も､ 教師 ･ 保育士は保護者と

の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン
･ 連携をはかる ことが で き､ 子 ど

もを真ん中にお い て 互い に つ な がる ことが で きやす い ｡

い わ ば ､ 教師
･ 保育士は子どもの生活それ自体に ､

一

体

とな っ て 保護者とともに 子どもの 課題や問題の解決､ 教

育 (保育) ･ 発達支援に取り組ん で い ける素地を持 っ て

い る とい える｡ 特別支援学校 に勤務する教師が幼稚園教

員 ･ 保育士とよく似た回答結果を示した の も､ 上 に記 し

たような保護者との 日常的な っ ながりの 機会を多く持 つ

こ とが でき て い るか ら で あろう ｡

以上 の よう に ､ 保護者の話を聴くとき に幼稚園教員
･

保育士がサボ
-

テ ィ ブ な姿勢を大切に考えて い る こ とは､

特別な支援を必要とする子をもつ 保護者か らすれば､ 寄

り添 っ て ともに子 どもと自分､ ある い は家族の 抱える課

題や問題 へ の 対処や取り組みの仕方を考えてくれる存在

として大きな安心感と信頼感とをもたらしてくれる であろ

う｡ ま さ に ､ ジ ョ ン ･ ボ ウ ル ビイの強調する ｢ セ キ エ ア ･

ベ ー

ス｣ と して大きな意味を持 つ もの と考えられる｡
( 7'
第

一

回目の調査の さ い の 回答 (｢ そ の他｣) の 中に ｢ 保護者

が話しながら自分の 気持ちを整理 して ､ 答えを見 つ け て

いくよう に する｣ こ とが保護者の話を聴くとき の 教員の

基本姿勢と して大切で ある､ と記されたもの があ っ た｡

こ の 関係 こそ､ 聴 き手と して は どの子 の保護者に 対し て

も同様に大切にす べ き ことだが､ 特 に特別な支援を必要

とする子 どもをも つ保護者に と っ て は まさ に寄り添う姿

その もの で あり
､
わ が子が発達上の 問題や課題を抱えて

い る ことをそれとなく感じて不安を抱い て い たり､ あ る

い はそうした問題 ･ 課題がは っ きりし て シ ョ ッ ク や恐れ

な どを感じ て い るような保護者の場合に は､ 子 どもの現

実を受け止め つ つ 前向きに物事を見て いく勇気と力とを

与えてくれる こ と に なる で あろう ｡
( 8) ㈱

子 どもの 発達上

の 問題や課題の みならず ､ 保護者自身の抱える問題 ･ 課

題 へ の対処に と っ て も､ き わ め て大切なか かわり方を示

唆して い ると考えられ る｡

一

方 ､ 上 述 の サボ -

テ ィ ブ な回答結果とは対照的に ､

少 し考え させ られ る点も幼稚園教員
･ 保育士 の回答結果

に はあ っ た ｡ それ は､ 第
一

回目の 調査に お い て回答して

くれた幼稚園教員に おい て ｢1 0 . 保護者 の話が途中で滞 っ

た とき
､
じ っ くり待 つ こ とが で きる｣ の 選択率が他の 項

目に 比 べ 最 も低か っ た と い う こ と で ある ｡ ( T a b l e 1)

( こ の点は他校種の教員の場合も同傾向で あ っ た ｡) ま た､

保育士を含めた第二回目の 5 段階評定にお い て も評定平

均値とし て は最も低い値にな っ て い た とい う こと である｡

( T a bl e 2) た だ , 後者 の場合､ 最も評定平均値が低か っ

た とは い え
,
全 1 1 項目 の評定平均値はい ずれ も4 点台

後半か ら前半 で あり､ ｢ 項目 1 0｣ に つ い て も 4 . 2 2 の 評

定平均値を示 して おり､ ｢ 非常 に 大切 (5)｣ と ｢ か なり

大切 (4)｣ との 中間に 位置して い る (｢ か なり大切｣ 寄

り) こ とば十分念頭に 置く ペき で あると考え られる｡

｢ 項目 9 . ｣ に つ い て も幼稚園教員 (保育士を含めた

場令も) の選択率 (評定平均値) は全 11 項目中 ｢項目

1 0｣ に 次 い で低 い結果とな っ て い た こ とももう
一

つ の 回

答傾向の特徴といえる｡ た だ､ こ の 場合も､ 幼稚園教員 ･

保育士 に よる 5 段階評定平均値は 4 .3 0 と な っ て おり､

｢ 項目 1 0｣ の 場合同様､ ｢ 非常に 大切｣ と ｢ か なり大切｣

の 中間､ ｢ か なり大切｣ 寄りに な っ て い る こ と ば念頭に
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置く べ き で あ る｡ ( T a b l e 2) 特別支援学校教員と高等学

校教員の場合は異なるが ､ 小中学校教員の 場合にも同様

の 傾向が見受 けられる｡ ( T a b l e 1)

｢1 0 . 保護者 の話が滞 っ た とき､ じ っ くり待 つ こ とが

で きる｣ に つ い て の ｢ 聴く力｣ と して の評価が他の項目

に比 べ て低か っ た こ とば､ 幼稚園教員
･ 保育士と保護者

との コ ミ ュ ニ ケ -

シ ョ ン ･ 連携と い う点と､ どの よう に

つ ながりうる の で あろうか｡ ま た､ ｢ 9 . 必要なとき に は､

関係機関を紹介したり､ そ れ らと連携を図るな どして ､

問題解決に努める ことが で きる｣ に つ い て の評価の 低さ

に つ い て は幼稚園教員 ･ 保育士が保護者との コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン
･ 連携を図るさ い どの ような課題を提起 しうる の

だ ろうか｡ く どい ようだが､ こ れ ら の 2 項目は選択率 ･

評定平均値の相対的な順位と して は低か っ た が､ そ れ ぞ

れ の項目が幼稚園教員 ･ 保育士 に軽視され て い ると い う

こと で はな い こ とば断 っ て お きた い ｡ した が っ て ､ こ こ

で は
､
問題を少 し

一

般化 した形で ｢幼稚園教員 ･ 保育士

と保護者との コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン

･ 連携 に お い て ､ 上記

2 点がうまく機能しなか っ た とき に どの ような ことが生

じうる で あろうか｣ と い う テ
ー マ に 置き換え て検討 して

みた い ｡

保護者の話が途中で滞る (沈黙が生 じると い う ことも

含めて) と い う こ とは決 して珍 しい こ と で はな い ｡ 悩 み

や問題な どを抱え て い るときはなおさら で ある｡ 特 に保

護者の 沈黙に直面 したとき､ 聴 き手 で ある教員 ･ 保育士

にと っ て は応対に お い て大きな試練となる で あろう｡ 保

護者の次の言葉をじ っ くりと待 つ 余裕が持てず ､ 不安や､

あ せりや自信喪失､ 自責感 ( 自分が相手の 沈黙や言い よ

どみ の 原因を作 っ た の で はな い かと考え て しまう) な ど

に襲われる ことがある の はむ しろ自然な こと で あろう｡

間を埋める ｢気 の利 い た言葉｣ を
一 生懸命探す こと に夢

中にな っ て しま い ､ 話 の滞りの状態の 中に ある保護者の

こ こ ろの動きや ｢物語りの 流れ｣
( 10)

か ら外れ て しま い ､

結果と して コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン に ズ レを生 じて しまうと

い う ことが起 こるかもしれな い ｡ あ る い は､ 寄り添う姿

勢が崩れて ､ 聴 き手主導 の形で 対話を聴き手の 枠組み

(世界) の 仲 に 引き込ん で しま い ､ 結果的に は保護者の

話しを共感的に理解する ス タ ン ス から遠の い て い っ て し

まうと い う こと に もなりかねな い かもしれな い ｡

必要なとき に は関係機関を紹介したり､ こ れ らと連携

を図りながら保護者や子 ども の 問題や課題､ 悩 みな どの

解決に 努めると い う選択肢をも っ て い な い と､ 幼稚園教

員や保育士 は問題を自分で背負い込ん で しまう (抱え込

ん で しまう) こ と に つ な がりかねず ､ 結果的に 自分を心

理的に追い込ん で しまうと い う ことも時に生 じうる｡ 教

員 ･ 保育士 の メ ンタ ル ヘ ル ス は､ 保護者と の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン ･ 連携 に と っ て も子 どもと の よ い かかわりに と っ

て も欠かせな い大切な こと で ある｡ 幼稚園教員 ･ 保育士

に 限らず ､ 保護者や子どもとかかわる立場の 人たちは､

一

人 で 抱え込まず ､
必要と判断したら関係機関や専門家

に つ な い で い く ( リ フ ァ
ー す る) 勇気を持 つ こ とが必要

で あろう｡

2 . 勤務年数別の 回答傾向の比較

T a b l e l か ら うかが えるよう に どの 年数群で も ｢ 項目

1｣ ｢ 項目 5｣ ｢ 項目 6｣ に つ い て の評定平均値は高位に属

し
､
こ れ ら の項目に記され て い る内容が保護者の話を聴

くさい に重要で あると考えられ て い る傾向がうかがえる ｡

し か し
､ 勤務年数の長短に よる明確な違い は見出せな い

よう で あ っ た｡ 前項 で も記したが､ 幼稚園教員
･ 保育士

全体の 回答から見たとき､ ｢項目 9｣ ｢ 項目 1 0｣ の 評定平

均値は他項目に 比 べ ､ 相対的に低位で あ っ た が､ どの年

数群に お い て も共通して低い傾向に あ っ た｡ た だ､ 評定

と して は ｢非常に大切｣ ｢ か なり大切｣ の 中間に ある こ

とは注意す べ き で ある｡ こ の こ とば､ 保護者や子 どもの

抱える問題 ･ 課題 に つ い て他機関との連携を図るこ と で

解決策を見出して いく ことや､ 保護者の話が滞 っ た とき ､

そ れ を待 つ こ とが保護者との コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
･ 連携

に お い て ､ も っ と配慮される べ き で あると い う受けとめ

方もで きるが､ こ の結果の受けとめ方に つ い て は慎重な

考察が必要で あろう｡ こ こ で は､ 幼稚園教員
･ 保育士 の

場合､ サ ボ
-

テ ィ ブ な応対がより重要視され て い るよう

だ
､
と い う こ と で と どめ て おく こと に した い ｡ 今回の調

査結果は幼稚園教員 ･ 保育士 の側から見た ｢聴く力｣ の

内容に つ い て の検討で あ っ た が､ より保護者の ニ
ー ズ に

マ ッ チ した ｢聴く力｣ となるため に は保護者の側から の

評定も重要と思われる｡ こ の点を踏まえ て の 上記 の結果

に つ い て考察が今後求められる｡

3 . ｢ 沈黙｣ の 意味につ い て

s t e w a r t ( 1 9 8 1)
(1 1 '

は著書の 中で ､ ｢ カウ ンセ リ ングに お

ける沈黙｣ とい うテ
ー マ に つ き､ 次の ように述 べ て い る｡

｢ ク ラ イ エ ン トが沈黙したとし て も､ そ れ は そ こ で カ

ウ ン セ リ ン グが中断 (休止) 状態に な っ た と い う ふ う に

考えな い ほうがよ い ｡ む し ろ そ の沈黙はク ライ エ ン トが

こ こ ろ の なか に今まさ に浮かん で きた気持ちや情緒に つ

い て考え て い る時間な の だ｡｣

沈黙は こ の よう に話し手本人に と っ て大切な意味を持

つ もの で ある｡ 聴 き手は こ の点をし っ かりと認識して ､

と に かく見守り､ 寄り添う こ と で話し手の新たな思考の

流れ に つ い て いくと い う姿勢が大切だと い う こ と で あろ

う｡ もし､ 保護者が子ども の発達上 の課題や問題を直視

で きず
､
自責感情に苦しん で い る場合など で あれ ば､ こ

う した応対は特に大切なこ ととな っ て こ よう｡
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保護者との コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ･ 連携 の基盤とし て の ｢ 聴く力｣ に 関する幼稚園教員 ･ 保育士 の意識

4 . 特別な支援を必要とする子どもの 教育 (保育) ･ 発

達支援 へ の示唆

今回の調査結果から ､ 幼稚園教員 ･ 保育士は温か い 態

度で保護者との コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン
･ 連携を図る ことを

とりわ け大切な ことと考え て い る こ とがわか っ た｡ さ ま

ざまな理 由から特別な支援を必要とする子 ども の 保護者

に と っ て は､ こ の よ うな ス タ ン ス は大変話しやすく､ 保

護者白身の こ こ ろ の 内側 (悩み ･ 不安 ･ 迷 い等) を出し

やす い コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 関係 の基盤とな っ て い ると思

われる｡ しか し､ 保護者の話をさら に深く ｢聴く｣ こ と

が出来るため に は､ 時 に滞りがちな話し の流れ に見守り

をも っ て寄り添 っ て いく ことが大切と思われる｡ こ れ は

保護者の こ こ ろ の安定に つ な がり､ ひ い て は保護者と子

どもとのかかわりが より余裕を持 っ て 進められ るため に

も求められる もの で はな いか と い う こ とが示唆される｡

Ⅴ 今後の課題

保護者側から の ｢ 聴く力｣ に つ い て の とらえ方に つ い

て の 調査を行い ､ 幼稚園教員 ･ 保育士側の とらえ方と の

比較検討をす る こ と で 幼稚園教員 ･ 保育士 の と らえ る

｢ 聴く力｣ の 内容が保護者の こ - ズ に合致したもの とな っ

て い るかを振り返り
､
も し ギ ャ ッ プが存在す るならそ の

ギ ャ ッ プを埋め て いく こと で保護者との コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ

ン ･ 連携をよりよ い もの に して い く こと で あろう｡ 特 に

発達障害等に より特別な支援を必要とする子 どもの 場合､

幼児期に は子 どもの 状態の把握がむず かし い こ とも少な

くなく､ 特 に こ の 時期で は ､ 保護者の こ こ ろが揺れ動く

こ とも少 なくな い の で ､ 教師 ･ 保育士 が保護者の 話を

｢聴く力｣ をさら に保護者の ニ ー ズ に沿 っ たもの に して い

く ことば
､
保護者が安心 して 子どもの 日 々 の 養育に取り

組め､ 将来の見通しが持て るよう に コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン
･

連携を図 っ て いく上 で も重要なこ と で ある｡ ま た､ ｢ 聴

く力｣ に つ い て考察して いくさ い ､ ｢ 聴く｣ と い う こ と の

意味をきちんと理解して かかる ことも重要で ある｡
` 12) し13 '

こ の 点 にも留意しなが ら教師 ･ 保育士 の ｢ 聴く力｣ を向

上させ ､ 保護者 ( さ ら に は幼児児童生徒) との コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン あ る い は連携の よりよい 方向を探 っ て いく こ

とも今後の 大きな課題と して あげられる ｡ こ の こ とが ､

特別な支援を必要とする子どもに限らず ､ す べ て の 子ど

もの 教育 ( 保育) ･ 発達支援に弾みを つ ける こ と になる

と考え られる｡ ｢ 関係発達の 視点｣ か ら の検討は､ そ の

さ い
､
重要な情報と手がか りとを提供してくれる よう に

思われる｡
( 1ヰ)
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